

























































 「LGBT」という用語は、2006 年、カナダ ･ モントリオールにおいて決議された「Declaration 
of Montreal on Lesbian, Gay, Bisexual and Transgender Human Rights（レズビアン ･
ゲイ ･ バイセクシャルおよびトランスジェンダーの人権宣言）」（通称「モントリオール宣言」）
に基づいている。
 なお、この宣言は、同年、インドネシア ･ ジョグジャカルタにおいて、「Yogyakarta 
Principles on the Application of International Human Rights Law in Relation to 










とされている（27 節）一方、創世記 2 章では「女は男から創造された」とされて



































































































上保障されている 17。第六巡回区控訴裁判所 18 の判決はこれを破棄する 19。
　そもそも米国では、婚姻は各州法に依拠しており、「同性婚（same-sex 
10　No union is more profound than marriage, for it embodies the highest ideals of love, 
fidelity, devotion, sacrifice, and family.
11　In forming a marital union, two people become something greater than once they 
were.
12　As some of the petitioners in these cases demonstrate, marriage embodies a love that 
may endure even death.
13　It would misunderstand these men and women to say they disrespect the idea of 
marriage.
14　Their plea is that they do respect it, respect it so deeply that they seek to find its 
fulfillment for themselves.
15　Their hope is not to be condemned to live in loneliness, excluded from one of 
civilization’s oldest institutions. 
16　They ask for equal dignity in the eyes of the law.
17　The Constitution grants them that right.






19　The judgment of the Court of Appeals for the Sixth Circuit is reversed.
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　新聞各紙は、これを「same-sex “marriage”」と表現し、「同性婚権（right to 














法、2008 年州最高裁）、コネチカット（2008 年州最高裁）、アイオワ（2009 年州最高裁）、バ



































年 11 月 5 日から東京都渋谷区と世田谷区で始まっている。
　渋谷区では、全国で初めて成立した「同性パートナーシップ条例」に基づいて、「パ
ートナーシップ証明書」が発行され、世田谷区では、カップルが「パートナーシッ
24　平成 25 年 10 月 18 日管在第 5357 号 ･ 法務省入国管理局入国在留課長通達「同性婚の配偶者
に対する入国 ･ 在留審査について（通知）」


























張する（5 節）のに対して、ロトは、「男を知らない二人の娘（vyIa …wo√dÎy_aáøl rRvSa twønDb 
yE;tVv）」を差し出すことを提案し（8 節）、投宿者を守ろうとしている。
　ここで、「知る（oÎdÎy）」とは、「知る」「弁える」「悟る」という意味の語であるが、
「アダムは彼の妻エバを知った（wø;tVvIa hD…wAj_tRa oådÎy M∂dDaDh）」（4 章 1 節）、「カインはその
妻を知った（w$ø;tVvIa_tRa Nˆyåq oådEwø;tVvIa_tRa Nˆyåq oådE¥y）」（4 章 17 節）、「アダムはまたその妻を知







































































　さらに、ここで問題としている 18 章 22 節の直前の、18 章 20 節においては、「oårDzVl 
ÔKV;tVbDkVv NE;tIt_aøl ÔKVtyImSo tRvEa_lRa」（汝の隣人の妻に対して、汝は、汝の、精子の射出を与
えるなかれ）と書かれていて、［בכשׁ］を語根とする［ÔKV;tVbDkVv］が「精子の射出」と
いう意味における「射出」という意味で用いられている 27。





































































　それが、16 節の「娼婦と交わる者（oJ kollw¿menoß thØv po/rnhØ）」と、17 節の「主
















31　John Calvin, Commentary on the Epistles of Paul the Apostle to the Corinthians 
(Grand Rapids: Baker, 1989), 217-19.
32　Charles Hodge, A Commentary on 1 & 2 Corinthians (Carlisle: Banner, 1988), 104-05; 
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　それは、「夫が彼の妻と結合し、彼らは一つの肉になる（dDjRa rDcDbVl …wyDh◊w wø;tVvIaV;b 
















　買春 ･ 姦通 ･ 男色は然りであり、それを誘引する男娼も同罪となるということ
であるが、地上的な意味での買春 ･ 姦通 ･ 男色というよりは、天上的な意味での




































































る不自然さも解消される。カルヴァンもこの点を指摘し（John Calvin, Commentaries on 
the First Book of Moses called Genesis (Grand Rapids: Baker, 1989), 97.）、カイルとデ
リッチもこの点を看過することに注意を促している（Carl F. Keil and F. Keil Delitzsch, 
Commentary on the Old Testament, vol. 1［Grand Rapids: Erdmans, 1892], 64-66.）。
36　Paul K. Jewett, Man as Male and Female: A Study in Sexual Relationships from a 












　なお、創世記 2 章 22-23 節では、「［rDkÎz］と［hDbéq◊n］」とは別異の概念である「［vyIa］
と［hDÚvIa］」が用いられているにも拘わらず、「［rDkÎz］と［hDbéq◊n］」と同じ「男と女」
と訳されたことによって、混乱が生じてきた。














女平等」「男女の機会均等」などが提唱され、社会的 ･ 政治的 ･ 法律的 ･ 行政的な
対応策が講じられてきたが、その一方で、「行きすぎた男女の平等」が、逆に男女
の不平等を生み、刑法犯罪を含む社会的な諸問題を惹起するなどもしている 38。
37　Jewett, Man as Male and Female. も、「人間の性は動物の世界と共通のものではない」とし
（13 頁）、「性別は支配従属の関係を含むものではない」と言っている（14 頁）。










































　地域により、歴史的 ･ 社会的 ･ 宗教的な背景も顧慮して、健全な慣行として容
認される事項に関して、「男に男らしさ」を求め、「女に女らしさ」を求めることは、
妥当なことであろう。その点を無視して、男女に画一的な同質 ･ 同形 ･ 同様 ･ 同
一を求めることは、神の創造した「性別」の否定となる。
　今日の問題は、実に、この点に存し、神を否定する背景から、神の創造を否定し、
神の定めた「性別」を否定する「無性化」にあると言えよう。「無性化」とは、「男と女」
という「性別」の否定であり、「神と人間」の関係における「神」の否定である。
